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　　　In　this　district　the　gmundwater　is　utilized　in　a　high　degree　for　fabric　industrial　water

supPly，and　so　that乳t　is　very三mportant　project　to　presume　the5upPly　quantity．　By　the

measurement、diきcharge　of　streams＆t　lowψater　pεriod，the　writers　found　that　the　influentia1

・water　seepage　of　the　River　Tenryu　amounts　to13－15m3per　second’between　Sakuma　town　and

Hirose　vi11age．

　　　A　part　of　them　ls　presumably　supPlied　to　east　part　of　Ham毎matsu　districts，while　other

part　into　alluvial　plain　at　the　left　side　of　the　River　Te即yu，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　源を有するものと考えられる。したがつてこの表流の供

1． 緒 口

　本報告は西遠地域工業用水源地域調査の一環≧して，

天竜川表流流量の縦断方向における変化を調葦した結果

を記したものであつて，同地域の供給源の一端を，量的

に明らかにしたものである

　西遠地域は静岡県西部，・浜松・磐田両市を含む天竜川

下流流域にあたるが，染色・紡績・織布・楽器・木材関

係の大小工場群を擁し，きわめて多量の地下水が工業用

水として利用されている。これちの地下水の主要な供給

源は天竜川と考えられ，すでにその表流水との交渉関係

については当所月報1）に詳述きれてい．る。

　同報告第4図によれば，天竜川の表流水は磐田群二俣

町下流で左岸に地下水として供給きれるほか，河川敷下

の伏流として相当量の伏没水量が考えられ，これらが下

流に至つてあるいは左岸に，あるいは右岸に地下水となー
’
つ
て
透
過 して行くことが推定できる。そして少なくも天

・竜川左岸磐田市西方の一帯と，同右岸浜松市東部とにお・

ける被圧面地下水とは，ごの天竜川の表流に主要な供給

＊技術部

給量を量的！こ求めるこ≧は・この地域の地下水供給量の

規模の大小を知るうえに是非必要であり，特に佐久間ダ

み完成前におけるこれらの関係を把握しておくことは，、

今後この地域ゐ水保全のために重要な参考資料となると

考えられたもので・濃皐平野の木曽川水系の調査と同様

の調査様式によつて・表流水縦断方向の流量変化を求め

たものである。

　本調査にあたつてほ昭和29年夏および昭和30年冬の

2回にわたる低水時に，磐田郡二俣町鹿島量水標下流部

から下流へ向かい順次断面を選定し・流量測定を実施し、

た。こ、にその結果を報告し，地域調査の補足とする。

なお，本調査中に種々御世話下さつた浜松市役所，測定

箇所所在の関係町村，．測水資料を提供して頂いた建設省

磐田工事事務所各位の御好意に深く感謝の意を表する

（5分の1地形図，水窪・秋葉山・見付，・摺塚参照）。

2．天竜川流域の概観

　天竜川は源を遠く長野県諏訪湖に発し，ほ穿南へ流れ

て遠州灘に注ぐ。その延長220km，平野部を含む流域面

積は5，10qkm2である。この流域のう，ち山地の占める面・
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積は平地の占める面積の22倍に及び，．その山地部は磐

田郡二俣町鹿島量水標附近から上流に広く発達してい

る。山地は多くの谷ぞ深く刻まれて，剥面は急傾斜を呈

することが多い。しかし山頂部は著しい起伏のない長く、

一続く山稜を？くる傾向がある。なお山稜や河谷中走る方

向が，そこに分布する岩層の走向や構造線などの地質状

態と一致している場合が少なくない。二俣町鹿島量水所

附近よりー下流部は，平地の一部に洪積層からなる三方ケ

原1磐田原台地を含むが，沖積低地で特に河口近くでは

．過去において幾多の河道の褻遷があつたことが古地理か

ら推定きれる。，佐久間から下流流域には左岸に支流水窪

川・気田川・二俣川があり，右岸には支流阿多古川があ

るが，右岸流入量は左岸に比較して少ない。この流域内

の流路は，山地部では穿入曲流の性質を示し，平地部は

著しい泥砂の堆積のため，河幅ザ増し・しばしば2筋に

分流してや㌧複雑な河況を呈している。

　鹿島量永所下流蔀には建設省所管の皐水標が6ヵ所あ

り，そのうち鹿島量水所は自記量水標であるが，「そのほ

かは普通量水標が設けられてお軌朝夕2回の水位観測

が行われている。なおこの部分の河川縦断匂配は下記の

通りである。

　　　　　量水標名　　　　、匂配

鹿　　島一野　　部‘

野一部一松の木島
松の木島一池　　田

池辱　田一掛　　塚

掛　　塚一河　　輸

’3．調査方法

　440
　480－

　700
　940
：1，000

　河川の上流側および下流側で同程度の測定條件のもと

に同時測定を行う。、こうして求められた流量差は，その

区間の伏没滲透量あるいは酒養滲透量を示すものと考え

られる。このような同時測定を上流側から下流側ぺ順次

重複させながら実施するときは，河川縦断方向の量的変

化が求められる。一般に河川表流水の流量を求める方法

としては，（1）堰による，（2）流速計による，（3）量水

標による，などがあるが，（2）の方法は精度も比較的高

く，また作業人員も少数でよく，任意断面を短時問に測

定できる利点があるので，この調査にあたつては（2）の

方法を採用した。なお実施時期としては水位の比較的安

定している夏季および冬季の低水時を選んだ。

3．1　流量の算出法

流量の算出は次の式により行つた。
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　　　　　第1図天竜川流量測定断面位置図
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　　　　　2
　　Ω：流量　且：断面積　『V：流速　g：区間流量
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第1表　天竜川流量測定結果表
断面
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［
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左岸堤防
右岸洪水敷
左岸供水敷
右岸　堤防
左
． 岸堤防’
右岸供水敷
左岸供水敷
、右岸堤防

佐久間量水所資料による
日平均流量
1
鹿 島量水所資料による日『
平均流量

，32gに対し

1補正率　＋5．4％

42bに対し
補正率　＋4．2％

42gに対し
補正率　一12．0％
42gに対し
補正率r30％

昭和29年7月29日から31
日までの河川流量は，7
月28日の降雨による著し
い水位変化のため，参考　一壊
として記載し，流量差の　　蜘
計算は行わない。　　｝　　煮
　　　　　　　　）　－
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（註）　（1）使用流速計　（イ）プライス型電音流速計　No．27V＝0．672N＋O．024’（ロ）　〃　No。55V；O・683！〉＋0，Q23
　　（2）測定方法　　（イ）水平に対する測定問隔は水面幅の1／10～1／20とした。　（ロ）垂直に対する測定間隔は水深30cm以下

　　　　　　　　は1点法，30cm以上は4点法
　　（3）流量差の欄の229とある大数字2は測定場所の番号，小数字29・は測定年度を示す。
　　（4）断面番号は天竜川流量測定断面位置図参照のこと。



　　　ン地質調査所月報

　　α＝区間断面積　　　た区聞長　　・4：水深

　　η：水深4における平均流速

　3．2　測定の基準　1

　　　　　　　　　　　1　　1　（a）返間畢は水面幅の万～一20一とした。

　（b〉　流速の測定は区間長ごとに，水深の2割・4割・

6割・8割を測る4点法によつた。

　3．3使用器械

　プライス型電音松井式流速計

　N。．27．鴉0．672ン〉＋0．024

　No。』55　　”＝0。6831〉十〇。023』　　　　艮，’

　　　　　　　　　　　　　　　　　’騒
　　　たyし　η：流速　　N：回転数

　この器械は発信器と指示器とからなり）発信器は垂直

軸に取付けられた回転翼からなつている。回転翼1回転

ごとに5回の電気的接触があつて精度は良好である。指

示器は電気向路により直接指示盤に流速を示す。したが

つて個人的誤差が少ない。

　3．4　測定断面数

　昭和29年夏季　　　8断面

　昭和30年冬季　　　5断面

4．調査結果の考察

　昭和29年夏季の測定結果は，『調査期間中の降雨によ

る影響が大きいことと流速計の故障などに原因して，完

全な同時測定ができなかつた関係上，その測定結果は参

考程度に止め・主として3q年冬季の測定結果に基づいて．

流量変化の概略を示すと，、次のようになる。

　佐久間一二俣町　磐田郡佐久間および同郡二俣町鹿島

には，それぞれ測水所があつて，時別流量を算出してい．

る。

　昭和30年1月の時別流量から平均した日流量を比較す

ると，いずれも佐久間の流量の方が多い。これらゑ平均

した月流量では，佐久間67㎎3／秒，鹿島57m3／秒であ

り，両者ゐ間に10m3／秒の流量差を示している。この区

間には支流水窪川・気田川・阿多古川の流入があり，そ

の量を加算すれば10m3／秒以上が伏没滲透していること

になる。

　二俣町一野部村　二俣町鹿島・磐田郡野部村神田の区

間には，』左岸支流二俣川の流入があり，また磐田用水の

取入口があるが，調査当時では前者の流入量は推定0，1

～0・2mツ秒程度であり・、後者磐田用水はほとんど取水

きれていない状態であつた。この結果この区間では1。2

～3，0m3／秒の伏没滲透が認められる。

　　　　　　　　き　野部村一広漂村　野部村禅田・広瀬村一貫地め区間で

は幸流および派川はなく・1・3m3／秒以上の伏没滲透が

認められる。’

（第6巻第11号）

　広瀬村一浜松市中野町　広瀬村一貫地・浜松市中野町

天竜大橋の区間では，左岸に寺谷用水，右岸に小支流の

・流入があるが，測定結果では26，0m3／秒の酒養滲透がみ

られる。

　浜松市中野町一掛塚町　中野町天竜大橋・掛塚町の区

間では，冬季の測定から，6．7m3／秒の伏没滲透が認め働

られる。

5．　磐田用水その他

　磐田用水は冬季はほとんど取水されておらず，野部村

神田附近では全く流水は認められない。

　しかし取入口から約2。5km下流部で寺谷用水が分水

きれており，岩田村役場前における同用水の流量は0．15

m3／秒であるので，この流量は岩田村役場附近から上流

部約8kmにわたる左岸洪積台地からの滲出水の総量に・

相当するものと考えられる。これに対し広瀬村堤外地に

みられる推定・0．5m3／秒の流量を示す流水は，明らかに

天竜川の表流め滲出によるものとみられる。

　　　　　　　　6．結　　、論

　地質調査2）の結果によれば，天竜川が山間部から平野

部に溢出する箇所にあたつている鹿島量水所附近から上

流部は結晶片岩・片麻岩などの古期岩類が広く分布して

おり，断層や多数の小摺曲がみられ，複雑な地質構造を

呈している。一方鹿島量水標附近から下流部の沖積低地

は砂礫・粘土からなる地層が不規則に重なり，しかも上

流側に厚く下流側に薄いことが示されている。表流水の

星的分布から考察すると，．上流部の断層および古期岩類

の節理に伴なう伏没滲透量が著しく多く，また沖積層の

比較的厚いと思われる上流側に多量の伏没滲透が認めら

れる。ζれに対し下流側に至るど著しい酒養滲透量が認

められることはほ買確実に指摘できる。これは水源地点

調査の結果推定きれた表流の伏没状況とよく一致してお

り単に1時期の測定ではあるが，この調査によりその量

的関係をある程度推定し得たものと考えられる。

　　　　　　　（昭和27年7月および30年2月調査）
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